
人口と世信
8月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 133.102人 (+456人)
[うち外国人920人]

男 65.989人 (+77人)
女 67.113人 (+379人)

・世帯 52.034世帯 (+769世帯)
※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

広

報

総
合
防
災
訓
練
に
d

9
月
2
日

出

地

区

を

中

心

に

第
一
小
と
根
戸
小
で

今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
市
の

災
害
対
策
本
部
を
消
防
本
部
に
設
け
、

会
場
の
我
孫
子
第
一
小
学
校
、
根
戸

小
学
校
な
ど
を
結
ん
で
行
い
ま
す
。

訓
練
に
は
、
地
域
の
自
治
会
や
消

防
団
、
自
衛
隊
、
医
師
会
、
住
宅
セ

ン
タ
ー
協
議
会
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

連
企
業
、
日
赤
奉
仕
団
、
ス
カ
ウ
ト

協
議
会
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
会
場
と
な
る
両
校
の
児
童

な
ど
、
約
却
団
体
・

2
8
0
0
人
が

参
加
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校

の
体
育
館
で
、
市
と
学
校
の
職
員
が

避
難
所
の
開
設
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
は
、
午
前
8
時
に
震
度
6
強

[防災減災フオ引|
千葉 ， 

える水

の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
市
内
各

地
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
と
の
想
定
で

行
い
ま
す
。

参
加
・
体
験
型
の
訓
練

初
期
消
火
や
煙
体
験
、
土
の
λ

積

み
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
参

加
・
体
験
で
き
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

家
屋
の
簡
易
耐
震
診
断
と
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
建

築
確
認
申
請
図
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時

9
月
2
日
出
午
前
9
時
却
分

か
ら
日
時
加
分

会
場
我
孫
子
第
一
小
学
校
(
我
孫

子
商
地
区
)
、
根
戸
小
学
校
(
我
孫

子
北
地
区
)

※
雨
天
の
場
合
、
会
場
で
の
訓
練
は

中
止
で
す
(
午
前
7
時
に
防
災
行
政

無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)
。

訓
練
内
容
情
報
の
収
集
・
伝
達
、

「災
害
弱
者
」
を
含
め
た
安
否
確
認

と
避
難
、
避
難
所
の
開
設
、

「災
害

弱
者
」
の
介
助
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設

昨年の訓練風景

国
開
因

置
、
土
の
う
積
み
、
応
急
給
水
、
炊

き
出
し
、
倒
壊
家
屋
や
が
れ
き
か
ら

の
救
出
、
高
所
救
出
、
応
急
救
護
、

心
肺
髭
法
、
三
角
町
の
使
用
法
、

初
期
消
火
、
建
物
火
災
の
消
火
、
地

震
体
験
(
根
戸
小
の
み
)
、
煙
体
験
、

がれきの下からの救出

災
害
用
伝
一
冨
ダ
イ
ヤ
ル
、
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

防
災
用
品
の
展
示
ほ
か

※
訓
練
終
了
後
、
炊
き
出
し
品
を
参

加
者
会
員
に
配
布
し
ま
す
。

圃
市
民
安
全
室
・
内
線
2
1
7

心肺蘇生(そせい)法の講習

市
で
は
9
月
2
日
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

我
孫
子
地
区
を
中
心
に
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
大
地
震
は
、

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
十
分
な
傭
え
を
す
る
と
と
も
に
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

起贋車で地震を体験

三角巾(きん)の使い方講習

供水から自らを

とフ守るのか
今年7月には、大雨による土砂災害などが各

地で発生し、多くの人命や財産が失われました。

災害による被害を最小限に食い止めるために

は、行政による防災施設の整備や防災情報の提

供とあわせ、市民の皆さんや地域の住民組織が

主体的に行動すること力加要です。

大切な生命や財産を災害から守るためにどう

すればよいか、一緒に考えてみませんか。

日時 8月30日制午後2時から5閏

蝿所 アピイホール(アピイクオーレ3階)

内容 ①ビデオ上映 i2005年自然災害の記録J
①基調講演 「防災-減災システムの日韓比較セ

ミナーJ講師…田中厚成さん(千葉科学大学

危機管理学部教授)

①パネルディス力、ソション「水害に備える~洪

水から自らをどう守るのかJ 砂パネリスト…

深山正巳さん(手賀沼漁業協同組合代表理事組

合長)、二階堂義則さん(国土突通省利根川下

流河川事務所長)、中野康男さん(千葉テレビ

放送専務取締役)、福嶋浩彦市長 砂コーディ

ネーター…山口智さん(千葉日報社編集局長)

定員先着300人
参加費無料

主催千葉日報社、全園地方新聞社連合会

申し込み ハガキ、ファクス、 Eメールのいず

れかで、住所氏名、電話番号を明記し、〒

104・0061中央区銀座4の10の12銀座サマリヤ

ピル4階千葉日報社東京支社「防災・減災フォ

ーラム係J剛03-3545・1450EメーJlJtolくyo@
chibanippo.co.jpヘ
固千葉日報社東京支社ft03-3545・1261

水消火器を使った初期消火消防署・消防団による放水

暗号島 市民会館は

長時五蕪年3F月来を閉鎖同
「すくすく広場jなどは移転

市民会館の
跡地利用に
ご意見を

市
民
会
館
の
大
ホ
1
ル

(
1
0

0
0
席
)
は
、

1
9
7
9
年
の
開

館
以
来
、
市
民
の
文
化
・
芸
術
活

動
の
場
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
会
館
の
ほ
か
に
客
席
数
の

多
い
ホ
l
ル
を
持
つ
施
設
に
は
、

け
や
き
プ
ラ
ザ

(
5
5
1
席
)
や

湖
北
地
区
公
民
館

(
2
5
0
席
)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
構
造
や
費
用
な
ど
の
点
で
、

補
強
が
困
難
で
し
た
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
小
・
中
学

校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
優
先

し
、
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
市
民

図
書
館
の
移
設
に
よ
る
荷
重
の
軽

減
と
、
施
設
の
安
全
点
検
や
災
害

訓
練
の
充
実
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
1
月
に
「
建
築

物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
や
、

8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
け
や
き
プ

ラ
ザ
の
ホ
l
ル

(
5
5
1席
)
で

一
定
の
代
替
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
民
会
館
を
2
0
0
7

年
3
月
末
で
閉
鎖
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

市
民
会
館
内
の

「す
く
す
く
広

場
」
や

「無
料
職
業
紹
介
所
」
な

ど
は
、
年
度
内
に
移
転
し
ま
す
。

圃
管
財
課
・
内
線
2
6
6

市
で
は
、

1
0
0
0
席
規
模
の

ホ
l
ル
の
再
整
備
も
含
め
て
、
市

民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
場
と
し

て
引
き
続
き
跡
地
を
活
用
す
る
こ

と
を
建
削
し
て
い
ま
す
。

跡
地
利
用
の
基
本
方
針
の
策
定

に
向
け
て
、
跡
地
の
利
用
や
大
規

模
ホ
l
ル
の
建
設
の
是
非
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

分
類
し
、
市
の
考
え
方
と
あ
わ
せ

て
公
表
し
ま
す
。

提
出
方
法
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、

氏
名
、
意
見
(
書
式
は
自
由
)
を

明
記
し
、

8
月
白
日
必
着
で
〒
2

7
O
l
l
l
9
2市
役
所
総
務
課

(
住
所
省
略
可
)
郎
7
1
8
4
・

0
5
7
7
E
メ
1
ル
加
O
F
E
C
@

巳
3
ア
釦

E
W
0・
nEσω
・
』
匂
へ

圃
総
務
課
・
内
線
2
8
2

人 - ち宇品なか盛主
.5!.. む 緑つつをしら鳥 -



2006.8.16 (2) ~ 怠 -ー-
9月1日から我採子市~栄町(竜角寺台)聞に深夜パスを運行

.主主同J=::I~ . は市内の停留所

V運行時刻と我孫子駅からの料金(我孫子市内)

停留所名 発車時刻 料金

我孫子駅 0:05 0:25 0:35 1 :00 1 :20 

天王台駅南口 0:18 0:38 0:48 1:13 1:33 300円

東我孫子 0:20 0:40 0:50 1 : 15 1 :35 300円

団地中央 0:24 0:44 0:54 1 :19 1 :39ω0円

湖北駅南口 0:30 0:50 1 :00 1 :25 1 :45 500円

湖北台二丁目 0:32 0:52 1 :02 1 :27 1 :47 ω0円

新木駅 0:39 0:59 1 :09 1 :34 1 :54 700円

南小学較前 0:42 1 :02 1 :12 1 :37 1 :57 800円

濁セント前 0:44 1:04 1:14 1:39 1:日 800円

布佐駅 0:日 1:10 1 :20 1 :45 2:05 900円

第 1171号

ハ
酌町
V

囚

川
凶

面
凶

口
問
凶

口閥

竜
角
寺
台
四
丁
目

竜
角
寺
台
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ホ
l
ル

竜
角
寺
台
二
丁
目

酒
直
台
二
丁
目

安
食
駅

布
鎌
大
橋

小
林
駅

木
下
東

一
丁
目

木
下
駅

回
西
市
役
所

布
佐
駅

近
隣
セ
ン
タ
ー
前

南
小
学
校
前

新
木
駅

湖
北
台
二
丁
目

湖
北
駅
南
口

団
地
中
央

東
我
孫
子

天
王
台
駅
南
口

我
孫
子
駅

環
境
と
科
学
を
考
え
る
講
座
4

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
暴
風
雨
災
害

「自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
暴

風
雨
災
害
」
を
テ
l
マ
に
、
暴
風
雨

や
集
中
豪
雨
、
台
風
や
豪
雨
の
発
生

.
発
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
風
力
発
電

や
水
力
発
電
の
原
理
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
発
電
所
を
建
設
し
た
り
発

すか た も さ を気職

問?訪問i/よヴこそ地域活動
言主義主止さき最 150代60代のための

詰;をiiE5¥4ンターンシツプ
き雪5?持25体験者募集と相談会を開催 企多くの方々が参加しだ前回の講座

電
し
た
り
す
る
際
に
問
題
と
な
る
環

境
面
や
防
災
面
の
課
題
に
つ
い
て
、

例
電
力
中
央
研
究
所
の
研
究
員
が
、

事
例
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

日
時

9
月
9
日
出
午
後
1
時
却
分

か
ら
4
時

場
所

ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
)

内
容

①

「大
気
の
大
き
な
流
れ
と

気
象
の
予
測
」
講
師
:・
平
口
博
丸
さ

ん

②

「風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

と
強
風
災
害
」
講
師
:・
田
中
伸
和
さ

ん

③

「水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

と
洪
水
災
害
」
講
師
:・
豊
田
康
嗣
さ

ん定
員

先

着

1
5
0
人

主
催

側
電
力
中
央
研
究
所
、
我
孫

子
市

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
泊
課

.
内
線
5
6
8
へ

今
年
は
、

臼
団
体
が
受
け
入
れ
に

協
力
し
ま
す
。
地
域
活
動
を
知
る
き

っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

体
験
期
間

2
0
0
7
年
2
月
ま
で

(
実
施
日
は
後
日
調
整
し
ま
す
)

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、
体
験
内

容
に
よ
っ
て
は
実
費
負
担
あ
り
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
市
民
活
動

支
梗
謀
容，
ee--
8
5
・
1
4
6
7
へ

相

必』
'zo;' 

圭火
直火

日
時

8
月
幻
日
開
午
後
7
時
か
ら

8
時
却
分、

mu
日

ω午
後
3
時
か
ら

4
時
加
分
の
、

2
り
ご
都
合
の
合
う
日
、

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所

あ
ぴ
こ
市
民
活
動
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
(
我
孫
子
駅
南
口
け
や
き
プ
ラ

ザ
叩
階
)

内
容

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
概
要
説

明
、
体
験
希
望
の
相
談
、
あ
ぴ
こ
市

民
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

第
8
回
国
際
交
流
ス
ピ
ー
チ
大
会

発
表
者
を
募
集

日
時

9
月
包
日
制
午
後
1
時
の
あ
こ
が
れ
、
将
来
の
夢
、
市
の
国

※
終
了
後
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
あ
り
。
際
究
流
活
動
へ
の
提
案
な
ど
)

場
所

市
民
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

※
発
表
は
日
本
語

・
外
国
語
を
問
わ

テ
l
マ

国
際
究
流
に
関
す
る
こ
と
ず
、

1
人
5
分
以
内

(
留
学
体
験

・
外
国
人
の
友
人
の
こ

対
象

市
内
在
住
・
在
学

・
在
勤
の

と
な
ど
の
国
際
究
流
体
験
、
海
外
へ
方
(
国
籍
は
聞
い
ま
せ
ん
)
、

日
人

※
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
、
国
際
交

流
協
会
会
員
の
審
査
に
よ
り
決
定
。

※
市
長
賞
ほ
か
全
員
に
賞
品
を
贈
呈
。

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク

ス
、
E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月

日
日
必
着
で
一
T
2
7
O
l
-
-
6
6

我
孫
子
1
4
2
の
1
国
際
交
流
協
会

(A
I
R
A
)
事
務
局

m
7
1
8

3
・
2
0
0
5
E
メ
l
ル
5同
0
@
o

a

色
円
釦
・
守
宮
7
1
8
3
・
1
2
3
1

生き定力工ILあ
捕まえよう!

。環境レンジャーネイチヤーイン

手
賀
、
喝
ヒ
オ
ト
l
プ
(
手
づ
く
り

ゾ
1
ン
)
で
カ
エ
ル
を
捕
ま
え
ま
す。

ど
ん
な
カ
エ
ル
が
い
る
か
、
見
つ
け

て
、
手
に
と
っ
て
き
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
(
参
加
無
料
)

日
時
・
集
合
場
所

9
月
3
日
側
午

前
9
時
五
本
松
公
園
駐
車
場
集
合
、

正
午
解
散
予
定
(
雨
天
中
止
)

対
象
・
客
員
先
磐
田
人
程
度
(
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

持
参

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

※
服
装
は
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ス
ボ

ン
、
長
靴
、
帽
子
を
着
用
。

※
捕
獲
用
の
網
や
バ
ケ
ツ
は
主
催
者

側
で
用
意
し
ま
す。

主
催

我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
l
、

我
孫
子
市

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
課

.
内
線
5
6
8
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
0
1
8

0
・

ω
・
3
1
7
3
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

企昨年のスピーチ大会出場者

飲酒運範・違箔駐車の追政巳ご協力を I
章のステッカーを取り付けられると、放置駐車となります。

《違法駐車巴対する使用者への阪証量反金の導入》

放置駐車の取り締りを受けた車のドライバーが、出頭し

ない場合や反則金を納付しない場合は、使用者に「放置違

反金J(反則金と同額)の納付が命ぜられます。放置違反

金を滞納し公安委員会から督促を受けると、滞納処分を受

けます。また、 納付命令を繰り返し受けると、一定期間車

両の使用が制限されます。

服置違反主駐停車禁止場所等…大型25.000円普通18.000

円二輪10.000円原付10.000円、 駐車禁止場所等…大型

21.000円普通15.000円 二輪9.000円 原付9.000円

固我課子警察署O7182・0110、市御月市民安全室・内線

486 

倣酒運転の追跡

夏はレジャーや祭り、納涼会なと官酒の機会が多くなり

ます。飲酒運転による突通事故は、事故を起こした本人や

被害者だけでなく、加害者の家族や被害者の家庭まで影響

を受けることになります。草の運転者には、家庭や職場で

飲酒運転を「しない-させないjを徹底し、飲食庖などでは、

お客が飲酒運転をしないよう努めるなど、飲酒運転の追放

にご協力をお願いします。

《違法駐車の追跡

2006年6月1日に改正道路突通法が施行され、突通渋滞

や突通事故の原因となっている違法駐車の取り締り制度が

変わりました。ドライバーがすぐに運転することができな

い状況にある「放置車両Jを確認し、写真を撮影し確認標

2006年鹿

児童虐待防止躍進目閣の
膿語を募集

11月の児童虐待防止推進月間に、全国で活用

する標語を募集します。

テーマ 児童虐待に関し国民の意識啓発にふさ

わしい標語

応募方法郵送またはEメールで、標語 (1人

1作品)、住所、 氏名、年齢、性別、職業、電

話番号を明記し8月25日必着で〒100・8916

千代田区霞ヶ関1の2の2厚生労働省雇用均等・

児童家庭局総務課虐待防止対策室「児童虐待防

止推進月間に関する標語募集担当J、Eメール
jidousoudannetwork@mhlw.go.jpヘ
園子ども課・内線408

市役所の代表電話番号n7185-1111 市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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鳥
の
博
物
館
で
は
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
慎
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
水
生
植
物
・
ガ
シ
ャ
モ
ク
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方

「
ガ
シ
ャ
モ
ク
里
親
」
を
募
集
し
ま
す
。
各
家
庭
で
育
て
ら
れ
た
ガ
シ
ャ

モ
ク
は
来
年
、
岡
発
戸
地
区
の
谷
津
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
池
に
移
し
ま
す
。

a司・-.. ti 怠

.び 2 自帝島近なとり

zoro く量 § 
(ブ、ッポウソウ目カワセミ科)

ガ
シ
ャ
モ
ク
は
、
淡
水
の
中
に
生

育
す
る
多
年
生
植
物
で
、
か
つ
て
は

手
賀
沼
に
数
多
く
生
育
し
て
い
ま
し

た
。
葉
緑
紫
を
持
ち
、
薄
い
葉
と
白

く
浮
き
出
た
葉
脈
、
鮮
や
か
な
緑
色

の
葉
は
透
き
と
お
る
よ
う
で
、
と
て

も
美
し
い
水
草
で
す
。

閉
翼
沼
と
ガ
シ
ャ
モ
白

ま
だ
手
賀
沼
が
き
れ
い
だ
っ
た
こ

ろ

ろ
、
船
の
オ
1
ル
や
櫓
に
か
ら
ま
っ

て
航
行
を
妨
げ
、
泳
ぐ
人
の
腕
や
脚

に
か
ら
ま
っ
た
ほ
ど
生
育
し
て
い
ま

し
た
。
当
時
は
ガ
シ
ャ
モ
ク
を
含
め
、

手
賀
沼
遊
悲
通
な
ど
市
内
の
水
辺

を
歩
く
と
儲
か
に

「
チ
l
」
と
か

「チ
ッ
ツ
1
」
と
鳴
き
な
が
ら
水
面

近
く
を
一
直
線
に
飛
ぴ
去
る
烏
を
見

た
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
鳥

こ
そ
、
そ
の
美
し
い
外
見
か
ら

「水

辺
の
宝
石
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
カ
ワ

セ
ミ
で
す
。

背
は
脅
、
翼
の
上
の
面
は
緑
、
腹

は
オ
レ
ン
ジ
色
、
の
ど
と
腹
の
わ
き

が
白
、
特
に
両
翼
の
聞
の
背
中
の
水

中野久夫さん鳴の槽物館友の会)
時由貿 鳴の博物館学芸員)

報

文

サ
サ
パ
モ
、
エ
ピ
モ
な
ど
の
水
生
植

さ
お

物
を
樟
で
絡
め
採
り
、
田
の
肥
料
に

し
ま
し
た
。
こ
の
採
集
作
業
は
「
モ

ク
採
り
」
と
呼
ば
れ
、
沼
の
あ
ち
こ

ち
で
「
モ
ク
採
り
」
が
行
わ
れ
、
さ

っ
ぱ
船
に
満
載
さ
れ
た
ガ
シ
ャ
モ
ク

の
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

ω年
代
に
沼
の
汚
濁
が

始
ま
る
と
同
時
に
ガ
シ
ャ
モ
ク
は
姿

を
消
し
始
め
、
そ
の
後
絶
滅
し
た
と

さ
れ
ま
し
た
。

∞
四
年
の
夏
、
手
賀
川
の
北
岸
の
掘

削
さ
れ
た
水
協
り
に
生
育
し
て
い
る

の
が
偶
然
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
採
集
さ
れ
た
も
の
が
、
千
葉
県

や
「
手
賀
沼
に
マ
シ
ジ
ミ
と
ガ
シ
ャ

モ
ク
を
復
活
さ
せ
る
会
」
の
会
員
の

色
は
鮮
や
か
で
、
光
の
当
た
り
方

に
よ
っ
て
は
緑
色
に
見
え
多
く
の

人
を
魅
了
し
ま
す
。
漢
字
で

「靖

翠
」
、
カ
ワ
セ
ミ
や
ヒ
ス
イ
と
ど

ち
ら
に
も
読
め
る
美
し
い
名
前
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
見
る
事
の

出
来
る
鳥
で
、
く
ち
ば
し
が
長
く
、

す
る
ど
く
、
頭
は
大
き
く
、
尾
が

短
い
独
特
の
体
型
で
す
。

川
や
湖
、
公
園
の
池
な
ど
の
水

辺
を
好
み
枝
の
上
や
水
面
上
で
空

中
静
止
(
ホ
パ
リ
ン
グ
)
し
な
が

ら
小
魚
を
見
つ
け
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

し
て
と
ら
え
ま
す
。
巣
は
川
の
土

手
な
ど
の
土
に
穴
を
掘
っ
て
つ
く

り
、
そ
の
穴
の
中
で
ヒ
ナ
を
育
て

ま
す
。
遊
歩
道
を
散
歩
す
る
と
き

幼
い
カ
ワ
セ
ミ
が
親
か
ら
餌
を
も

ら
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
の
も

夏
の
潟
村
し
い
ひ
と
時
で
す
。

手
に
よ
っ
て
、
フ
イ
ツ
シ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
池
な
ど
で
育
て
ら
れ
て
い
ま

す。
こ
の
手
賀
川
の
北
岸
の
ガ
シ
ャ
モ

ク
は
、
土
の
中
で
長
い
こ
と
眠
っ
て

い
た
種
子
(
埋
土
種
子
)
が
、
掘
削

に
よ
っ
て
発
芽
の
条
件
が
整
い
、
発

生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
賀
川
に
限
ら
ず
手
資
沼
周
辺
で

は
、
ガ
シ
ャ
モ
ク
の
種
子
が
埋
も
れ

て
い
て
、
条
件
さ
え
整
え
ば
、
ガ
シ

ャ
モ
ク
の
生
育
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

開

シ
ャ
モ
ク
里
親
制
白

烏
の
博
物
館
で
は
、
昨
年
の
夏
に

「
手
資
沼
に
マ
シ
ジ
ミ
と
ガ
シ
ャ
モ

ク
を
復
活
さ
せ
る
会
」
か
ら
ガ
シ
ャ

モ
ク
と
サ
サ
パ
モ
を
一
鉢
譲
り
受
け
、

増
や
し
ま
し
た
。

こ
の
増
え
た
株
を
ご
家
庭
で
栽
培

し
、
大
き
な
株
に
し
て
か
ら
開
発
戸

地
区
の
谷
津
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
に
植
え

て
い
た
だ
く
こ
と
「
ガ
シ
ャ
モ
ク
里

親
制
度
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議

会
で
も
手
賀
沼
の
健
全
な
水
辺
の
復

活
・
再
生
を
目
指
し
、
手
掛
♂
沼
流
域

や
市
内
の
小
中
学
校
で
、
ガ
シ
ャ
モ

ク
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
態
系
の
再
生
に
あ
な
た
の
お
力

を
お
貸
し
下
さ
い
。

応
募
方
法
電
話
で
8
月
日
日
制
午

前
8
時
初
分
か
ら
鳥
の
博
物
館

定
員
先
着
却
人
(
家
族
で
1
人
)

お
渡
し
す
る
日
時
・
場
所

8
月
勾

日

ω午
前
日
時
か
ら
U
時
鈎
分
、
烏

の
博
物
館

持
参
バ
ケ
ツ
ま
た
は
ポ
リ
袋

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

2
1
2
 

ガシャモクの育て方
(右イラスト参照)

ガシャモクは、水槽またはポリバケツ、 卜口箱な

どで栽培します。水槽の底に砂を500から1000程敷

き直接植えます。水は、汲み置きした水道水です。

水槽の置く場所は、明るい匡外が良いのですが、

真夏に直射日光を長崎間浴びると水温がかなり上昇

しますので注意が必要です。また日焼けで葉が枯れ

ることもあるので、水深は3000程にし、建完結やヨ

シズで日よけをすると良いでしょう。

軟には葉力t茶色になり茎も枯れてしまいますが、
春先に新芽が出てくるまで待ちます。水面に氷力寝

るような寒い時期でも、室内に入れる必要はありま

せん。最初から屋外で栽培しましょう。

固鳥の博物館ft7185・2212、手賀沼課・内線568

第29回書道連盟展同時開催

小学生の毛筆書写体験

日時 ・場所 9月9日目.10日但)午前10聞

から午後1問、午後2聞から5閏(1日2

固)、市民プラザ(参加無料)

対象 小学生(書道に興味がある1・2年生、

上手に文字が書けずに困っている3"'6年生、

いずれも保護者同伴で)、各回先着10人

申し込み・固 ハガキに希望日時、住所、氏

名、学年、電話番号を明記し、 8月26日必着

で〒270・1151本町3の3の11我孫子市書道

連盟・児玉寿-O7182・1623

※書いた作品は、展示しますので、 9月13日

制午後4時から4時30分の聞に返却します。
企イラスト:森元夏木さん(鳥の博物館友の会)

谷津の魅力がいっぱい
-~E;i;J三D=， '創'[')詑苦言3Z掴

「あびこ自然観察隊j。鳥の博物館

日(日)午前10時から午後5時)…草遊
びコーナー(しおり作り、工作)、ザ

リガ二釣り、オタマジャクシを触って

みよう、木を使った顔作り

@ギャラJーツ7-(8月26日出-
27日(日)午後2聞から3閏)…展示内

容を通じて谷津の自然を解説

措参持ち帰り用の容器(ザリガニ釣

り参加者)

主催我孫子市岡発戸・都部谷津ミュ

ージアムの会、我課子市

固手賀沼諜・内線465

岡発戸・都部の谷津の生物などの写

真や昔使われていた農機具中央学院

高校の協力で作成した昆虫標本などを

展示します。

日時 8月26日出から29日開午前10

聞から午後7時

場所市民プラザ(入場無料)

内容実物展示…昔の農具、谷津の植

物、鳥の羽の観察、毘虫標本

写真展示…谷津の植物や昆虫、昭和

10年代の農業風景

@フークショップ(8月26日出.27 

d

司
セ
ス
ジ
ツ
ユ
ム
シ

措参懐中電灯、筆記用具、必要な人は

虫よけ

申し込み ・固

7185-2212ヘ

~~争

電話で鳥の博物館8

鴫〈虫を聞こフ
手賀沼遊歩道で鳴く虫を観察します。

その虫の音に耳をかたむけてみましよう。

やさしい自然解説で、小-中学生から大

人まで楽しめます。(参加無料)

日時 8月26日曲午後6時から8閏

集合時間・場所 午後5暗までに鳥の博
物館2階多目的ホールに集合(雨天の場

合は鳴く虫のお話)

講師鳥の博物館市民スタッフ・鳥博友

の会ボランティア

定員先着30人(小学生は保護者同伴)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
序
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

敬
老
の
日
お
茶
を
楽
し
む
会

.. -
日
9
月
比
日
同
日
時
5
日
時
却
分
、

ロ
時

1
日
時
加
分
、
凶
時
1
日
時
加

分

所
旧
村
川
別
荘

席
主
我
孫
子

市
茶
道
連
盟
裏
千
家
講
師
費
1
席

5
0
0
円
圃
我
孫
子
市
茶
道
連
盟

・
亀
山
宮
7
1
8
3
・
0
6
0
8

夏
ま
つ
り
だ
よ
ー

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
よ
1

日
8
月
初
日
冊
目
時
加
分
S
H時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
湖
北

台
イ
ン
・
ハ
ワ
イ
(
生
バ
ン
ド
と
フ

ラ
ダ
ン
ス
)
、
そ
う
め
ん
流
し
、
露

庖
(
生
ビ
ー
ル
、
か
き
氷
、
焼
き
鳥
、

金
魚
す
く
い
、
ス
ー
パ
ー
ボ
l
ル、

ス
ト
ラ
イ
ク
ボ
1
ル
、
包
丁
研
ぎ
)

費
無
料

(
露
庖
は
有
料
)

圃
湖
北

台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1

1
2
2
 

i; 怠

第
日
固
に

っ
ぽ
ん
の
心
を
歌
う
会

歌
と
踊
り
夏
の
大
会

日
9
月
3
日
冊
目
時
i
f即
時

所
市

民
会
館

内
懐
メ
ロ
か
ら
最
近
の
話

題
曲
ま
で
の
歌
と
踊
り
と
特
別
企
画

費
無
料
(
全
席
自
由
)

圃
阿
部
宮

0
9
0
・
8
0
8
1
・
7
8
2
7

第 1171号

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
論
会

夏
休
み
映
画
会

@
大
王
台
支
部
・
夏
休
み
食
親
子
映

画

会

日

8
月
四
日
回
目
時
却
分
i

m時
所
我
孫
子
第
二
小
学
校
体
育

館
費
無
料

持
上
履
き
、
水
筒
、

汗
ふ
き
タ
オ
ル

圃
洞
毛
宮
0
9
0

.
1
5
5
8
・
8
4
1
5

日
・
:
日
時

所
・・・場所

⑦
涌
北
台
支
部
・
夏
休
み
子
ど
も
映

画

会

日

8
月
お
日
回
目
時
i
m時

加
分
所
湖
北
台
西
小
学
校
校
庭

(
雨
天
時
は
体
育
館
)

費
無
料
圃

小
島
宮
0
9
0
・
3
2
0
9
・
7
5

9
9
 

③
布
佐
支
部
・
ぷ
ち
夏
祭
り
m布
佐

日
8
月
訂
日
冊
目
時

s
m時
所
布

佐
南
小
学
校
体
育
館

内
屋
台
ゲ
ー

ム
、
活
動
大
写
真
費
無
料
持
屋

台
ゲ
l
ム
参
加
券
と
し
て
い
ら
な
い

お
も
ち
ゃ
・
吉
本
な
ど
、
上
履
き
、

水
筒
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

圃
飯
田
宮

7
1
8
9
・
2
5
7
0

2
0
0
6年
度

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
川
ち
ぱ

日
9
月
刊
日
側
、
ロ
月
9
日
出
ロ
時

5
日
時
加
分

所
幕
張
メ
ツ
セ
国
際

会
議
場

内
求
人
の
あ
る
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
代
表
者
と
の
個
人
面
談

な
ど

対
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を

希
望
す
る
方
費
無
料

圃
千
葉
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
宮
0
4
3
・
2

4
8
・
1
2
9
4

第

1
回

手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

日
8
月
訂
日
制
8
時

S
U
時

所

「
道
の
駅
し
よ
う
な
ん
」
周
辺
の
手

賀
沼
と
手
賀
沼
自
然
ふ
れ
あ
い
緑
道

種
水
泳
1
・
5
M
4自
転
車
ω
M
4

ラ
ン
ニ
ン
グ
印
刷
(
計
日
・

5
M
)
、

個
人
ま
た
は
団
体
リ
レ
l
(
1
人
1

種
目
ず
つ
)
参
加
者
数
2
6
0
人

(
予
定
)

圃
手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
事
務
局
・
垣
内
包
0
8
0
・

5
0
1
9
・
8
5
5
4
(平
日
時
時

i
n時
、
土
・
日
曜
日
日
時

i
n時
)

大
会
公
式
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

Z
G一¥
¥

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
清
者

種
・・・種目

F
8
5白
E戸

F
¥
件
。
宮
口
己
自
白
¥

2
0
0
6手
賀
沼

ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
8
月
初
日
制
9
時
i
口
時

所
柏

ふ
る
さ
と
公
圏

内
特
設
ス
テ
ー
ジ

・
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
屋
台
村
、
こ
か
げ
の
中
の
手
賀

沼
写
真
展
、
会
場
内
ミ
ニ

F
M
局
開

局
、
図
書
館
大
好
き
人
聞
の
集
ま
り
、

手
賀
沼
&
柏
ふ
る
さ
と
公
園
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費
無
料
(
全
席

自
由
)

圃
手
賀
沼
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
宮
7

1
6
9
・
9
0
9
0

撃
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
・

脊
髄
小
脳
変
性
症
交
流
会

日
9
月
5
日

ω日
時
初
分

5
日
時

所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

音
楽
療
法

対
市
内
在
住
の
パ

1
キ

せ
a
fぃ

ン
ソ
ン
病
・
待
髄
小
脳
変
性
症
の
方

と
そ
の
家
族
、
先
曲宿
泊
入
費
無
料

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8
・

0
1
4
1
m
7
1
8
8
・
0
2
4
2

※
送
迎
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2
0
0
6
年
度

乳
幼
児
の
救
急
医
癒
講
習
会

日
9
月
却
日
働
9
時
初
分

S
U時

所
け
や
き
プ
ラ
ザ

(
託
児
有
り
)

内
講
義
と
実
技

「乳
幼
児
の
事
故
防

止
と
救
命
手
当
」、

講
師
:・
市
消
防

署
員

対
1
歳
未
満
の
乳
児
の
保
護

者
、
白
人
(
応
募
者
多
薮
の
場
合
は

抽
選
)
費
無
料

申
・

圃
電
話
で

8
月
辺
固
ま
で
に
柏
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
宮
7
1
6
7

.
1
2
5
5
 

第
4
回
下
総
航
空
基
地

ウ
オ
l
キ
ン
ク

日
9
月
9
日
出
9
時
却
分
海
上
自
衛

隊
下
総
航
空
基
地
(
柏
市
藤
ヶ
谷
1

6
1
4
の
1
)
正
門
集
合

5
日
時

(
荒
天
中
止
)

内
滑
走
路
、
誘

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

導
路
な
ど
約
7
キ
ロ
の
ウ
オ
1
キ
ン

グ

対
先
着
2
0
0
人
(
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
)

申
・
圃
電
話

で
8
月
幻
日
か
ら
海
上
自
衛
隊
下
総

航
空
基
地
広
報
室
宮
7
1
9
1
・
2

3
2
1
(内
線
2
2
0
4
・
2
2
0

5
)
 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市
民
大
会
硬
式
テ
ニ
ス

(
ダ
ブ
ル
ス
)

日
9
月
3
日
側
8
時
加
分
集
合
(
雨

天
予
備
日
9
月
刊
日
制
)

所
・
種

市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
:・
ダ
ブ

ル
ス
男
子
A
-
B
ク
ラ
ス
、
湖
北
台

中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
:・
ダ
ブ
ル

ス
女
子
A
-
B
ク
ラ
ス
、
ダ
ブ
ル
ス

男
子

ω歳
以
上
対
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
・
在
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
方

費
1
組
1
0
0
0
円
(
当
日
徴
収
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
所
属
ク

ラ
ブ
(
市
外
の
方
)
、
参
加
種
目

(
1

人
1
種
目
の
み
参
加
可
)
を
明
記
し
、

8
月
白
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

6
4
つ
く
し
野
1
の
3
の
回
吉
川
清

子
宮
町
7
1
8
2
・
6
8
8
3

市
内
チ
l
ム
卓
球
大
会

日
9
月
却
日
働
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
種
1
チ
1
ム
5
人
以

上
の
団
体
戦

(
1
単
2
複
)

対
市

内
在
住
・
在
勤
、
ま
た
は
連
盟
会
員

の
方
(
閉
在
は

ω歳
以
上
の
方
)

費
1
チ
1
ム
3
0
0
0
円

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、

9
月
5
日
必
着
で
〒
2
7

o
l
-
-
4
3天
王
台
2
の
8
の
日

桑
江
芳
子
宮
7
1
8
4
・
5
5
5
9

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
目
月
四
日
同
・
初
日
働
8
時
回
分

5
日
時
記
分

所
消
防
本
部

対
両

日
参
加
で
き
る
方
、
先
着
初
入
費

4
0
0
0
円

申
・
咽
申
込
書
(
消

防
本
部
、
各
消
防
署
・
分
署
、
市
ホ

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

ー
ム
ペ

1
ジ
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
写
真
(
縦
4
m
×
横
3

仰
)
を
貼
付
し
、
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
は
9
月
4
日
開
i
、
そ
の
他
の

方
は
9
月
6
日
制
i
、
9
時

i
u時

に
消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8
1
・

7
7
0
2
へ
直
接
持
参

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
9
月
幻
日
制
・
お
日
附
・
m
u
日
樹
、

叩
月
お
日
開
(
全
4
日
)

所
千
葉

市
消
防
局
、
千
葉
県
消
防
学
校
、
千

葉
県
宝
藷
祉
協
議
会

対
県
内
在

住
・
在
勤
の
方
、
先
着

ω入
費

1

万
3
9
0
0
円
(
掌
生
9
9
0
0
円
)

申
・
圃
電
話
で
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
推
進
委
員
会
宮

ω・
3
5
8
4

・
4
0
8
5

や
さ
し
い
介
護
体
験
教
室

(
基
礎
講
座
)

日
9
月
j

w年
2
月
の
ロ
月
を
除
く

毎
月
第
2
回
目
時
加
分
i
日
時
(
会

5
回
)

所
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

和
楽
圏

内
講
義
と
実
技

対
先
着

初

人

費

3
5
0
円
程
度

(食
材

費
)
申
・
圃
電
話
で
和
楽
園
E
7
1

8
8
・
6
2
6
1

※
湖
北
駅
北
口
日
時
発
無
料
送
迎
パ

ス
あ
り
ま
す
。
(
希
望
者
の
み
)

三
好
春
樹
講
演
会

「新
し
い
介
謹
を
始
め
よ
う
」

日
9
月
6
日
制
時
時
却
分
開
演

所

け
や
き
プ
ラ
ザ

内

「新
し
い
介
護

を
始
め
よ
う
」
医
療
モ
デ
ル
か
ら
生

活
モ
デ
ル
へ
、
講
師
・
:
三
好
春
樹
さ

ん
(
生
活
と
リ
ハ
ビ
リ
研
究
所
代
表
)

対
先
着
5
0
0入
費

1
0
0
0円

申
・
回
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
宅
老
所
れ
も
ん

8
7
1
8

1
・
8
9
6
6
m
7
1
8
1
・
8
9

7
7
 

第
包
囲

雇
康
・
生
き
が
い
護
講
座
」

素
直
な
自
分
表
現
法

日
9
月
2
日
出
H
時
i
M時
却
分

所
市
民
プ
ラ
ザ

内
「
紫
直
な
自
分

表
現
法
」
i
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

j
ン
ヨ
ン
の
秘
部
i
、
講
師
・
岩
松

展
子
さ
ん
(
独
立
行
政
法
人

「労
働

者
健
康
福
祉
機
構
」
産
業
保
健
相
談

員
)

対
先
着
印
人
費
5
0
0円

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
我
孫
子

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
議
会
・
栗
原
告
郎
7
1
6
9

・
9
6
7
2

そ
ば
打
ち
教
室

日
9
月
口
日
側
、
叩
月
日
日
制

-m

日
冊
目
時

5
日
時
(
全
3
回
)

所

近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

内
初
心

者
向
け
の
そ
ば
打
ち

対
全
日
程
参

加
で
き
る
中
高
年
の
方
、
先
着
ロ
人

ず
さ
ん

費
1
回
1
0
0
0
円
持
三
角
頭
巾
、

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
戦
、
持
ち
帰

り
用
の
容
器
(
ク
ッ
キ
ー
の
缶
の
よ

う
な
も
の
)

申
・
圃
電
話
か
直
接

近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
宮
7
1
6

5
・
2
0
1
1
(叩
時
i
刀
時
)

我
孫
子
登
山
教
室

日
9
月
初
日
出
5
時
却
分
我
孫
子
駅

北
口
集
合

所
福
島
県
安
遥
太
良
山

対
自
力
で
4
時
間
程
度
山
歩
き
が
で

き
る
方
、

mw
人
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)
費
6
0
0
0
円

主

我
孫
子
登
山
倶
楽
部

申
・
圃
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、

8
月
白
日
必
着
で
〒
2

7
O
I
l
l
6
4
つ
く
し
野
5
の
7

の
7
中
易
慎
夫
宮
7
1
8
4
・
4
7

2 
5 歌

声
喫
茶
・

m湖
北
台

日
9
月
刊
日
制
口
時

i
m時
加
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
元

「と
も
し
ぴ
」
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

奏
者
・
脅
柳
常
夫
さ
ん
を
迎
え
、
昔

懐
か
し
い
ロ
シ
ア
民
謡
、
唱
歌
な
ど

を
ご
一
緒
に

対
先
磐
1
0
0人

費
1
5
0
0円

(飲
み
物
、
つ
ま
み
、

軽
食
付
き
)

申
・
圃
8
月
口
日
目

時
か
ら
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

E
7

1
8
7
・
1
1
2
2
へ
会
費
持
参

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

ひまわり飴で憂oひと ときを

制あゆみの郷公社と市では、今年も手賀沼ふ

れあいライン沿いに、土地所有者と共同で約1

万5000本のひまわりの栽培をしています。

見ごろは、8月中旬から下旬で、イペン卜の

開催時には、花摘みや地元野菜の販売、ミ二S
Lの運行なども予定しています。

蝿所根戸新田(手賀沼

ふれあいライン沿い)

国側あゆみの郷公社
c7183・1130(土.8.

月曜日を除く)

商工観光課・内線505

9/1910嶋30分~

インター 1 A出ー |9/1913時~ I r"r"̂ ^m  

ネット講座|斗早冗19/2010時30分::-，0制門

9/2013時~

可リ ι ・・ I I9/2410時30分~

ヵ7議座13単元陸但謹二 13500円
'…ロ~

1 19/3010時30分~
お楽しみ講座13単元19/3川 崎 - 13500円
(チラシ作成)I " "FJL.~芸子主空二

¥011 '(11 I p¥ロ~

受付時間 午前10時から午後6鴎

定員各講座 15人(鴎者多数の場合は抽選)

申し込み・固 窓口、または電話かファクス

で8月25日までに市民プラザc7183-2111

剛7183-5300ヘ

単元数| 日時

19/610時30分~

3単元19/613ft寺~

9/615日寺~
9/11 10時30分~

9/11 13時~
5単元197Z布高30分-18000円

9/12 13時~
9/13 10時30分~

9/16 13時~
9/16 15日寺~

5単元19/1710時泊分-18000円

9/17 13時~

9/17 15時~
※1単元(el:90分。受講料l武教材費、通信費を含む。
※お楽しみ講座lま ワード20閃講座を修了した方対象。

受講料

3500円

講座名

ワー ド
2003講座

エクセル
2003講座

パソコン
入門講座

市役所の代表電話番号n 7185-1111 市のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp匂 は「あびこ楽校jの事業です。
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環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
0
6

千
葉
会
檎

i
め
ざ
す
は
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
i

。
全
体
会
・
:
日
日
月
ロ
日
冊
目
時
1

日
時
却
分
所
日
本
大
学
生
産
工
学

部
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
幻
号
館

。
分
科
会
・
:
日
9
月
9
日
出
・
日
日

冊
目
時
i
げ
時
、
日
日
回
目
時

i
M

時
、
口
日
冊
目
時

5
日即時、

M
A

日
岡

山
時

i
M時
、
日
月
7
日
出
口
時
1

日即時
共
通
参
加
費
5
0
0
円

※
申
し
込
み
官
接
な
ど
詳
し
く
は
、

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
千
葉
会
議
実
行

委
員
会
宮
0
9
0
・
3
0
4
9
・
9

3
3
5
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
F
浮
旬
、
¥
唱
唱

毛
-np-
ロ
FFo
ロ
az-白
n」
匂

¥nEσ
白

W
包

mF¥
へ
。
(
手
賀
沼
課
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
)

ぼ
し
ゅ
う

す
こ
や
か
広
場
相
談
員

民
セ
ン
タ
ー
本
館
内
)

任
周
期
間

日
月
1
日
か
ら
6
カ
月
以
内
(
更
新

可
)
動
務
時
間
木

S
火
曜
日
9
時

i
口
時
(
祝
休
日
の
勤
務
あ
り
)

賃
金
時
給
9
7
0
円
(
通
勤
手
当
、

社
会
保
険
加
入
あ
り
)

申
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
上
半
身
無

帽
の
写
真
(
縦
4
m
×
横
3
仰
)
を

貼
付
し
、
資
格
・
免
許
の
写
し
を
添

付
し
て
、

8
月
担
固
ま
で
に
保
育
謀

(
西
別
館
3
階
)
へ
本
人
が
持
参
(
土

・
日
曜
日
を
除
く
)
圃
保
育
課
・

内
線
4
4
7

※
受
付
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

県
立
高
校
再
編
計
画

第
3
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
寮
)
へ
の
意
見

県
教
育
委
員
会
で
は
、
第
3
期
実

施
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
案
)
に
対
す
る
ご

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
(
案
)
は
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
宮
号
、
¥
若
者
毛
-
宮
・
止
-nvFω-

-m-汚
¥
W可
O
E
W
C
¥
で
ご
覧
に
な
る

か
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、

ω円

分
の
望
を
貼
悦
し
た
返
信
用
封
筒

を
送
付
し
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
圃
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
表
題
に
「
第
3

期
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
案
)
に
対
す

る
意
昼
を
明
記
し
、

9
月
日
日
必

対
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
、

教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
で
、

遊
び
場
相
談
員
の
仕
事
に
意
欲
の
あ

る
健
康
な
却
歳
以
上
の
方
、
-
人

勤
務
場
所
す
こ
や
か
広
場
(
布
佐
市

情

vgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

加

納

さ

や

ち
ゃ
ん

(
並
木
・

1
歳
3
カ
月
)

い
つ
も
定
く
さ
ん
の
お
友
達
と

大
路
ぎ
な
公
園
で
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
い
ま
す
。

因子
中2

ゅ

う

曹

佑
樹
ち
ゃん

(
白
山
・

1
歳
2
カ
月
)

い
つ
も

一
緒
巴
遊
ん
で
く
れ
る

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
路
き
。
で
も
い

だ
ず
ら
す
る
の
は
も
っ
と
括
き
!

着
で
〒
2
6
0
1
8
6
6
2
千
葉
市

中
央
区
市
場
町
1
の
1
県
教
育
庁
企

画
管
理
部
県
立
学
校
改
革
推
進
課
g

m
0
4
3
・
2
2
1
・
8
1
2
4
E

メ
l
ル
-
S
F白
-
g
@
g
N・
匂
『
止

-nz

σω
・-m刊
』
匂

第
お
回
我
孫
子
市

産
業
ま
つ
り
出
庖
者

回
目
月
勾
日
冊
目
時

5
日
時
(
雨
天

の
場
合
は
お
日
制
)

所
湖
北
台
中

央
公
園

対
先
着
1
2
0
区
画
程
度

(
間
口
約
2
m
)

費
1
区
画
4
0

0
0
円
、
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
1
個
2

0
0
0
円
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
柘
宮
0
9
0
・
5
1
9
4
・
1

0
7
9
m
7
1
8
8
・
2
2
5
8

牛
乳
・
乳
製
品

利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

内
牛
乳
や
パ
タ
1
、
生
ク
リ
ー
ム
な

ど
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

対

県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
(
調

理
師
の
方
は
除
く
)

選
考
方
法
書

類
選
考
後
、
日
人
が
実
誼

申
・
圃

封
書
か
フ
ァ
ク
ス
に
料
理
名
、
材
料

名、

4
人
分
の
分
量
、
材
料
費

(
2

4
0
0
円
以
内
)
、
作
り
方
、
所
要

時
間

(
1
時
間
以
内
)
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
日
日
消

印
有
効
で
〒
2
6
0
1
0
0
1
4
千

葉
市
中
央
区
本
千
葉
町
四
の
1
本
千

葉
ピ
ル
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会

「牛

乳
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51昭/~

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12略/t年平均目標COD値

平成18年7月、月平均COD値
6.8~ /t 採水場所:手賀沼公園沖

平成17年7月、月平均COD値 8.1略/t
採水場所:手賀沼公園沖

係
附
0
4
3
・
2
2
4
・
4
8
2
3

E
0
4
3
・
2
2
4
・
4
8
3
9

※
応
募
は
1
世
帯
1
人
に
限
り
ま
す
。

(
応
募
点
数
は
1
人
何
点
で
も
可
)

※
各
賞
あ
り
。
応
募
者
会
員
に
乳
製

品
ギ
フ
ト
券
を
進
呈
。

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
8
月
お
日
働
日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
8
月
幻
日
開

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
逗
一
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
マ
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

対
市
内
在
住
で
、
産
後
の
家
事
や
育

児
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
産
後
4
週
間
以
内
の
お
母
さ
ん

が
い
る
家
庭
(
母
体
保
護
の
た
め
に

必
要
な
と
き
は
、
産
後
8
週
間
以

内
)

サ
ー
ビ
ス
内
容
育
児
(
授
乳
、

も
く
浴
、
オ
ム
ツ
交
換
な
ど
)
、
家

事
(
食
事
の
準
備
・
後
か
た
づ
け
、

買
い
物
、
居
室
の
掃
除
な
ど
)
費

1
時
間
5
0
0
円

申
・
圃
電
話
で

出
産
予
定
日
の
1
カ
月
前
く
ら
い
ま

忘れずに納めましよう

-E圏・ EI ・1íll#Jl~翠盟翠mJ

水道料金

31日同

25日(到

市・県民税第2期
国民健康保険税第3期
介護保険料第3期

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5

1
1
2
6
 

2
0
0
6
年
度

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

対
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す
る
方

(
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
昨
年
度

未
受
診
者
を
優
先
)

実
施
期
限
引

年
3
月
日
日

申
・

贋
参
す
る
方

の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
、
被
爆
者
で
あ
る
親
の
氏
名
・

住
所
・
被
爆
者
手
帳
番
号
を
明
記
し
、

切
年
2
月
日
日
必
着
で
〒
2
6
0
1

8
6
6
7
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
1

の
1
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉

指
導
課
援
護
恩
給
室
宮
0
4
3
・
2

2
3
・
2
3
4
9

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

区
域
区
分
に
関
連
す
る

都
市
置
幽
変
更
素
案
の
公
聴
会
中
止

8
月
初
日
開
催
予
定
の
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の

方
針
、
区
域
区
分
、
用
途
地
域
変
更

繁
案
の
公
聴
会
は
、
公
述
希
望
者
が

い
な
い
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
宮
7
1
8
5
・
1
5

つ臼
Q
d献

血
に
ご
協
力
を

日
9
月
1
日
働
9
時
却
分

5
日
時
必

分
、
日
時
1
日
時
初
分

所
市
役
所

1
階
ロ
ピ
l

対
体
重
:
間
程
伊
培

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 7月g 日現在)

7月の発生件数 47件
今年の発生件数(1月-) 364件
前年同期比 +0件

7月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 ー5人

7月の負傷者数 56人
今年の負傷者数 447人
前年同期比 +12人

以
上
・
女
性

ω均
以
上
、
年
齢
:・

M

l
ω
歳
(
臼
歳
以
上
の
方
は
、

ω
i

u
凶
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)
持

献
血
手
帳
、
身
分
証
明
書
(
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
)

圃
生
活
支
援

課
・
内
線
3
7
7

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

試
験
日
日
月
6
日
開
所
千
葉
県
教

育
庁
(
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
1
の

1
)

科
目
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
(
英
語
)

願
書
受

付
期
限
9
月
ロ
日
消
印
有
効

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
同
庁
指

導
課
宮
0
4
3
・
2
2
3
・
4
0
5

6
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て
は

文
部
科
学
省
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

Z
G込

者
若
者
・

5
2庁
関
O
匂
¥
へ
。

緑
地
協
定
の
認
可
に
係
る
縦
覧

我
孫
子
字
南
飯
塚
地
区
(
グ
ラ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
)
の
緑
地
協
定
の
認
可

に
係
る
縦
覧
を
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
8
月
日
日

ωwsm白
川
W
9

時

i
u時
(
市
役
所
閉
庁
日
を
除
く
)

縦
覧
場
所
・
圃
公
園
緑
地
課
・
内
線

5
4
5
 

不
周
回
目
情
報

"
語
り
ま
す
"

。
無
料
で
申
一
電
気
洗
極
乾
燥
機

(
台
付
き
)
:・
有
馬
宮
7
1
6
9
・

1
3
3
2
 

申
し
込
み

各
逮
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

※
「
夏
休
み
体
験
フ
ェ
ス
タ
」
の

写
真
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

争

このコーナーに掲戴を希望する方

は、広報縄戴依頼I(市役所広報室

に用意または我孫子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲戴希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲戴する内容はイベン卜名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どで-g:。詳しい内容の確認は、当事
者間で行うようお願いします。

国広報室ft?185-1269 

公共施設剥周の活動Iel:、優先的|之
場所ガ確保されているものではあ
りません。

‘V 

講
演
・
催
し

V
大
正
琴
「
第
河
田
林
奏
楽
会
発
表

会
」

8
月
お
日
回
目
時
初
分
開
演
。

け
や
き
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
l
ル。

童
謡
、
演
歌
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。
無
料
。

林
宮
7
1
8
6
・
0
3
4
6

V
演
歌
百
選

8
月
お
日
回
目
時
開

演
。
湖
北
地
区
公
民
館
。
最
新
曲
と

懐
メ
ロ
の
新
企
画
、
ジ
ャ
ワ
島
地
震

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
。
出
演
:・
ジ
ャ
ワ

伝
統
舞
踊
、
京
一
夫
&
ち
づ
る
。
入

場
料
:・
コ
ッ
プ
一
杯
の
米
。
京
宮
0

9
0
・
3
2
1
8
・
3
6
7
6

V
我
孫
子
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ク
ラ
ブ

M
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
3
日

制
H
時
加
分
開
演
。
近
セ
こ
も
れ
ぴ
。

ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
l
夕
、
オ
リ
ー
ブ

の
首
飾
り
、
ロ
シ
ア
民
謡
、
日
本
の

う
た
ほ
か
。
先
着
1
0
0
人
。
無
料
。

山
中
宮
7
1
8
7
・
0
9
6
0

V
す
ず
の
木
ハ
ン
ド
ベ
ル
体
験
教
室

8
月
お
日
回
目
時
i
、
凶
時

i
、
四

時
S
の
3
因
。
各
回
先
着
目
人
。

1

回
1
0
0
0
円
(
楽
譜
代
、
手
袋
代

な
ど
)
。
ご
家
族
で
の
参
加
も
ど
う

ぞ
。
辺
日
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

鈴
木
古
7
1
8
8
・
7
1
4
8

V
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
と
焼
き
イ
モ
大

会

9
月
2
日
出
口
時
5
日
時
(
雨

天
時
3
日
制
)
。
む
つ
ぽ
し
第
2
・

第
7
農
園
(
北
新
田
)
。
無
料
(
お

土
産
3
0
0
円
i
)
。
汚
れ
て
も
い

い
服
装
で
。
回
固
ま
で
に
授
産
施
設

む
つ
ぽ
し
宮
7
1
8
4
・
6
2
5
8

V
身
近
な
温
暖
化
対
策
を
考
え
る

8
月
幻
日
冊
目
時
加
分

5
日
時
加
分
。

市
民
会
館
。
日
常
生
活
の
中
で
出
来

る

「地
球
温
暖
化
対
策
」
を
学
習
し

ま
す
。
先
着
目
人
。
無
料
。
エ
コ
ラ

イ
フ
あ
ぴ
こ
・
永
井
宮
間
7
1
8
9

-
6
0
6
1
 

V
ボ
l
ト
免
許
更
新
講
習
会

9
月

3
日
側
ロ
時
却
分
S
U時
却
分
。
き

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
。

8
月
勾

固
ま
で
に
免
状
の
コ
ピ

l
、
写
真
2

枚
、
住
民
票
、

1
万
1
0
0
0
円
を

用
意
。
詳
し
く
は
、
小
池
宮
7
1
8

2
・
1
0
1
5
へ。

V
ア
l
ト
ホ
ビ
l
体
験
会

8
月
初

日
冊
目
時

1
日
時
、
お
日
同
日
時

i

u時
。
ア
ピ
ス
タ
。
押
し
花
、
ピ

1

ズ
、
ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト
、
陶
器
絵
付

け
。
-
回
1
0
0
0
円
。
電
話
で
予

約
を
。
生
き
が
い
学
園
・
平
田
宮
0

8
0
・
5
5
4
5
・
3
0
0
5

会
員
・
仲
間
募
集

V
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

9
月
お
日
鯛
-

M
日
冊
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
。
平
和
の

た
め
の
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

mあ
ぴ
こ

の
お
手
伝
い
。
同
実
行
委
員
会
・
芹

沢
宮
7
1
8
3
・
0
0
6
5
ホ
l
ム

ペ
1
ジ
宮
壱
¥
¥宅
宅
宅
-
m
g
n
F
t
s
e

』
℃
¥
白

σ』

noロ
ロ
巾
『
同
¥

V
健
康
麻
雀
会
員
毎
週
同
ロ
時

i

口
時
。
初
回
目
月
5
日
。
我
孫
子
駅

北
口
麻
雀
ス
テ
ィ
ン
グ
。
市
民
交
流

の
場
と
し
て
麻
雀
を
楽
し
む
サ
ー
ク

ル
。
加
入
。

1
回
1
0
0
0
円
。
ロ

日
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
。
佐
藤
宮

7
1
8
6
・
0
4
0
0

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費f市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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竹内浩三
1921年、三重県宇治山田市生
まれの作家。主な著書「伊勢

文学J、「筑波日記Jほか

我孫子駅前巴健康福祖の拠点
8月1日 「けやきプラザJガオーブン

8月1日我孫子駅前に、健康づくりや福祉

活動の拠点として、県と我諌子市の複合施設

「けやきプラザJがオープンし、堂本知事や

福嶋市長によるテープ力、ソ 卜(写真)などオ

ープ二ングイペン卜が行われました。

けやきプラザは、地上11階、地下1階。ス
ポーツ利用もできるホールや、障害相談セン

タ一、介護実習センター、介護予防トレー二ングセンター、市の近隣センター、市民活

動ステーションなどがあります。式典で堂本知事は、施設の特徴などを説明。福嶋市長

は、東葛地域に初めての福祉施設です。多くの皆さんに利用ほしいJと挨拶しました。 a・0w函南・・
日時前期…9月1日幽から9月15日
幽… 「竹内浩三楽書き詩集J原画展
後期…9月16日凶から9月30日出…

「戦争の足あとJ展示
場所アビスタ(ストリー卜)

市では、スポーツ活動の推進と発展

のため、スポーツの振興・発展に貢献

した方と、全国大会で優勝などの成績

を収めた個人・団体に対し、 「スポー

ツ功労表彰」を行なっています。

今年度は、次の3人の方と 1団体が
選ばれ、 7月25日に今関教育長から記
念品力鳴られました。

小林拓斗さん(写真左端)…第40回全

園高等学校定間制通信制自転車競技大会(スポーツ車)の4刷速度競走で優勝
木下元さん(写真左から2人目)…2005アイアンマンジャパントライアスロン大会で60

歳から64歳の年代別で優勝

中村将教さん(写真右から2人目)…ダノンネーションズ力、ソプinジャパン(サッ力

一)で優勝し、日本代表として世界大会ヘ出場。

NECラグビー部 (写真右端)…第43回日本ラグビーフッ トポール選手権大会で優勝

国教育委員会体育課ft7187・7555

我孫子i之ハワイがゆってき定
アロハフエスタlこ2500人が来場
7月29日市民体育館で、アロハフエス

タinアピコが行われました。
これは、市内にあるフラダンス団体、

ハワイアンバンド団体の相互の斐流と、

市民の皆さんにハワイアンを楽しんでも
らうために開催したものです。

当日は、市内のハワイアンバンドによ
る演奏やフラダンスチームによるステージ、プロの演奏・フラダンスも行われました。

また、このフエスタに向けて練習してきた、子どもたちによるフラダンス(写真)や

ウクレレの演奏も披露され、約2500人の来場者でにぎわいました。

中学生ガ職場傭験で「広報あぴ之jを編集
白山中学校2年生の紅林さん

8月2日から4日までの3日間、白山中学

校2年生の紅林さんが、市役所広報室で職場

体験を行い、 「広報あぴこJの編集作業など

を行いました。

この職場体験は、子どもたちに働くことの
大切さを実感してもらうために、キャリア教

育(進路を考える教育)の一環として、市内
の各学校が行っているものです。拒林さんは、はじめて使うパソコンのソフ トにとまど

いながらも、 3日間で 「広報あぴこJの半ページを編集しました。

短 歌
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}
六
十
一
年
自
の
八
月
、
都
っ
て
苦
し
み
戻
っ
て
更
に
苦
し
む
腎
春
を
作
者
は
忘
れ
な
い
。

む

こ

へ

戦
ひ
を
止
め
む
と
投
下
せ
し
と
一
冨
ふ
さ
れ
ど
八
月
無
事
の
民
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上
東
海
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帯
和

歩
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よ
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す
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な
か
り
し
我
が
並
木
小
形
の
あ
び
パ
ス
通
ふ
は
う
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背
木
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ふ
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静
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畑
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を

食
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頃
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花
ぴ
ら
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や
う
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ち
り
ば
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キ
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し
て
く
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孫
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便
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は
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に
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わ
る
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ぎ
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(
新
か
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目
も
耳
も
不
自
由
な
子
ぎ
つ
ね
と
の
愛
の
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流
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映
画
に
受
け
た
感
動
が
生
ん
だ
一
首
。
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三
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岳
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る
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み
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下

回

文

子

|青少年 [m歳以下tl
|の俳句・短歌も募集.

|しています . 

訂正 7月16日号の [コマツヨイ
グサjの記事中、 I雄しべ13:長く
…Jと[雄しべの頭…jとある I雄
しべJ;を I雌しべjに訂正します。

り
、
小
穂
が
集
ま
っ
て
花
穂
を

揺
り
ま
す
。
ま
た
鱗
片
の
聞
か

ら
雄
し
べ
や
雌
し
べ
が
顔
を
出
し

色。
、
き
ょ
う

た
姿
も
愛
婦
が
あ
り
ま
す
。
花
穂

の
下
部
に
は
、
緑
色
の
葉
の
よ
う

な
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
訟
と
呼
ば
れ
る
葉
の
変
形
物
で

す。
葉
は
茎
の
根
も
と
に
数
個
あ
り
、

細
く
て
光
沢
が
あ
り
ま
す
。

• 

日時・場所 9月10日間午後1時30分から3時30分
(午後1時開場)、アビスタ(ホール)

内容朗読とお話 「竹内浩三その世界J
講師よしだみどりさん(写真下)

定員先着120人

入場料 500円(アビスタ2階-生涯学習担当で販売)
固 あぴこ楽枝協議会事務局(生涯学習担当)ft 7182-0622 

よしだ

作家

ス卜レ

スト

ー雪圃圃h ・・語益田'8f..長ー・

日時 9月23日腕午後1時

場所 アビスタ(ミニホール)

内容食べられなかったオニギリ、あ

ぴこ空中散歩、平和の祈りほか

定員当日先着50人
入場料無料

文
芸
だ
よ
り
は
、
皆
さ
ん
が
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
醤
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
「
青
少
年

(ゆ
歳
以
下
)
の
部
」
へ
応
募
す
る
万
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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司
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地
下
茎
を
伸
ば
し
、
先
端
に

七
月
半
ぱ
に
高
野
山
新
田
の
親
掛
遣
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
塊
茎
を

水
広
場
を
訪
れ
る
と
、
池
亀
に
乾
燥
し
た
も
の
が
震
を
漢
方

花
穂
を
つ
け
た
ハ
マ
ス
ゲ
が
あ
り
で
は
婦
人
病
の
薬
に
用
い
ま
す
。

ま
し
た
。
ハ
マ
ス
ゲ
は
海
岸
に
多
花
穂
は
赤
褐
色
で
、
茎
の
先
端
に

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
で

つ
き
ま
す
。
そ
の
形
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ま
る
で
線
香

あ
り
ま
す
が
、
畑
や
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な
ど
、
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火
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し
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よ
う
で
す
。

日
当
た
り
の
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い
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で
も
よ
く
花
に
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花
び
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な
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、
硬
い
似
町

見
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す

。
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し
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包
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ま

ハ
マ
ス
ゲ
は
地
中
に
紺
く
て
か
す
。
花
は
二
列
に
並
ん
で
川
駅
乞
作
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